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正三角形シリーズ３６ 

 

 下の図において，点Ｏを中心とする半径１㎝の円周上に点Ａ，Ｂ，Ｃがあり，ＡＢは円の直径で， 

角ＡＯＣの大きさは６０度です。ＢＣを０.６㎝延長した線をＢＤとします。 

このとき，ＡＤを直径とする円の面積は何㎝２ですか。円周率は３.１４とします。 
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正三角形シリーズ３６ １.０６７６㎝２ 

 

 図①の三角形ＡＯＣは正三角形なので，ＡＣ＝１㎝です。また，三角形ＯＢＣは底角が３０度の二等辺三

角形なので，図①の角ＢＣＯは３０度です。よって，三角形ＡＣＤは角ＡＣＤの大きさが９０度の直角三角

形です（※なお，三角形ＡＢＤの角Ａは直角ではありません）。 

 図②のように，三角形ＡＣＤを４個組み合わせて１辺が１.６㎝の正方形を作ると，中央にＡＤを１辺と

する正方形ができます。その面積は，１.６×１.６－１×０.６×
１

２
×４＝１.３６（㎝２）なので， 

ＡＤ×ＡＤ＝１.３６であり，ＡＤを直径とする円の半径×半径は，１.３６×
１

２
×

１

２
＝０.３４です。よって，

円の面積は，０.３４×３.１４＝１.０６７６（㎝２）です。 

 

図①                       図② 
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